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ご利用にあたって 
 

ご利用の手順 
 

 

 

                      『ご利用のお知らせ』に記載の「管理者用ＵＲＬ」（管理者専用

のサービス接続先）に接続し、「契約法人ＩＤ」「契約法人暗証番

号」を使用してログオンしていただきます。 

                     

 

 

 

                       初回ログオンを行うと、契約法人開通確認画面が表示されます。 

この画面では、当行がお知らせした「契約法人暗証番号」「契約

法人確認暗証番号」それぞれを、管理者任意の番号に変更します。 

 

 

 

 

契約法人開通確認後、利用者情報等の事前登録を行います。 

 

 

 

 

当行ホームページビジネスダイレクトのトップページにある【利

用者ログオン】ボタンをクリックし、「契約法人ＩＤ」および管

理者が設定した「利用者ＩＤ」「利用者暗証番号」を利用してロ

グオンしていただきます。 

 

 

 

 

初回ログオンを行うと、利用者開通確認画面が表示されます。 

この画面では、管理者が設定した「利用者暗証番号」「利用者確

認暗証番号」それぞれを、利用者任意の番号に変更します。 

 

※ここまで行うと次回からは日常処理を行うことができます。 

※開通確認は初回だけです。 

 

 

 

 

 

 

 

 契約法人ログオンを行う            ≪P １－１１≫ 
事前処理 

 契約法人開通確認を行う            ≪P １－１１≫ 

 

 利用者開通確認を行う             ≪P １－１５≫ 

 

 利用者ログオンを行う             ≪P １－１５≫ 

 事前登録                 ≪P １－１２～１４≫ 
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                        権限を与えられた利用者がログオンを行ってください。 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

それぞれのサービスメニューをクリックしてサービスを利用してください。 

              詳しい操作手順は第３章、第４章に記載されています。 

               

画面と操作の解説 
 

   画面例 

    

 

 

 

                                                             この部分をサービス 

メニュー（メニュー） 

と呼びます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          この部分に現在の画面がどのサービスメニューを選んでいるかが表示されます。 

選択しているサービスメニューと同じ配色になっています。 

 

別のサービスを始める場合、操作の途中で画面を戻す場合は、ブラウザの 

を利用せずにメニューをクリックして画面を進めるようにしてください。 

日常処理  利用者ログオンを行う              ≪P ２－２≫ 

 
 

 オンライン取引 ≪第３章－１≫  ファイル伝送 ≪第４章≫ 

照会サービス 

口座の残高や入出金明細をリアルタイム

に確認できます。 

資金移動サービス 

契約者の口座から契約者または他社の口

座にリアルタイムに資金移動（振込・振

替）または資金移動予約ができます。 

その他サービス 

取引履歴照会、資金移動予約照会・取消 

データ伝送サービスです 

総合振込・給与（賞与）振込・預金

口座振替 

データを一括して送信すること

ができます。外部ファイル送信も

可能です。 

その他サービス 

入出金明細照会・振込入金明細照

会 

（CSV ファイル・全銀ファイル

での出力可能） 

外部ファイル受信 

 

戻る 

 

 収納サービス≪第３章－２≫ 

 

収納サービス:税金･各種料金払込

「Ｐａｙ－ｅａｓｙ（ペイジー）」 

 当行所定の収納機関あてに税

金・各種料金の払込ができます。 

※払込可能な収納機関はホームペ

ージでご確認できます。 

※ご利用はペイジーマークが表示

された払込書等に限ります。 

 



  第１章 ご利用にあたって【用語の解説】 

 1－4 

 

用語の解説 
 

 

契約法人・管理者・利用者 

  契約法人 

北洋ビジネスダイレクトを申し込んでいただいたお客様ご自身のことです。『ご利用のお知らせ』等

の書類も契約法人あてに直接お渡しいたします。 

 

  管理者 

      北洋ビジネスダイレクトの全取引権限を有する方です。 

管理者の主な役割としては以下のものがあります。 

実際の業務を行う各利用者を登録・変更・解除する。 

各利用者の権限（どの業務まで利用可能か）を設定する。 

各利用者の利用停止登録を設定する。 

 

  利用者 

管理者が登録した、実際に北洋ビジネスダイレクトのオンライン取引・収納サービス・ファイル伝送

の操作を行う方です。９人まで登録可能です。 

 

 

 

ログオン・ログオフ 

 

  契約法人ログオン 

      管理者の方が契約法人の諸設定を行う画面に接続することです。 

 

  利用者ログオン 

      利用者の方がオンライン取引・収納サービス・ファイル伝送の業務を行う画面に接続することです。 

 

  開通確認 

初めて契約法人ログオン・利用者ログオンを行う場合は、開通確認画面が表示されます。 

 

  契約法人ログオフ・利用者ログオフ 

      それぞれの業務を終了するときに行います。 

      業務を終了する場合はブラウザを閉じて終了せずに、必ずログオフするようにしてください。 
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ＩＤ・暗証番号・確認暗証番号 

契約法人ＩＤ 

  北洋ビジネスダイレクトの会員番号です。管理者および利用者の方が、サービスログオン時に毎回

使用します。このＩＤはサービスをお申込み後、『ご利用のお知らせ』により当行からお知らせしま

す。 

 

利用者ＩＤ    

利用者の方が、サービスのログオン時に毎回使用します。このＩＤは管理者の方が利用者情報登録

時に設定します。９個まで登録可能です。（１～３０桁の半角英数字を設定可能です） 

 

契約法人暗証番号 

   管理者の方が、サービスログオン時に毎回使用します。この契約法人暗証番号はサービスをお申込

み後、当行から仮の番号お知らせしますので、管理者の方が初回ログオン時の契約法人開通確認で

任意の番号に変更してお使いいただきます。 

 

 契約法人確認暗証番号 

   管理者の方が、契約法人情報や利用者情報を設定する際などに使用します。この契約法人確認暗証

番号はサービスをお申込み後、当行から仮の番号をお知らせしますので、管理者の方が初回ログオ

ン時の契約法人開通確認で任意の番号に変更してお使いいただきます。 

 

 利用者暗証番号 

   利用者の方が、サービスログオン時に毎回使用します。この利用者暗証番号は管理者の方が利用者

情報登録時に設定し、利用者の方が初回ログオン時の利用者開通確認で任意の番号に変更してお使

いいただきます。    

 

 利用者確認暗証番号 

   利用者の方が、振込・振替や総合振込の承認・送信など資金移動を行う場合に使用します。この利

用者確認暗証番号は管理者の方が利用者情報登録時に設定し、利用者の方が初回ログオン時の利用

者開通確認で任意の番号に変更してお使いいただきます。 

 

    暗証番号の共通事項 

※暗証番号は４～１２桁の半角英数字を設定可能です。 

※暗証番号等の情報は忘れないようにしてください。 

※生年月日、電話番号、同一数字等他人から推測されやすい暗証番号は避けてください。 

※新しい暗証番号には現在の暗証番号と同一番号は使用できません。 

※暗証番号は定期的に変更することをお勧めします。 

※管理者・利用者が交代した場合は、必ず各々の暗証番号および確認暗証番号を変更して 

ください。 

※暗証番号を連続して相違すると利用できなくなりますのでご注意願います。 
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データ登録・承認・送信（ファイル伝送で利用する用語です） 

   ■データ登録   

       振込指定日を入力するとともに、振込（支払）金額を入力することです。登録を完了したデータは

承認待となります。 

       利用者がデータ登録をするには、管理者により登録の権限が与えられていることが必要です。 

   ■データ承認   

登録されて承認待になっているデータについて、当行に送信する許可を与えることです。承認され

ていないデータは当行に送信することができません。 

利用者がデータ承認をするには、管理者により承認の権限が与えられていることが必要です。 

 ※データ承認しただけでは、振込（支払）は行われません。 

■データ送信（送信済データを取消する場合は、別途手続きが必要です） 

承認済のデータを実際に当行に送信することです。承認済のデータ以外は送信できません。 

利用者がデータ送信をするには、管理者により送信の権限が与えられていることが必要です。 

※実際に振込（支払）を行うには、データ送信を行うことが必要です。 

 

権限 

利用者はそれぞれの業務について管理者から権限を与えられることにより、実際に操作することがで

きるようになります≪Ｐ.１－１１≫ 

権限の種類は以下に示すとおりですが、太字で記した権限は資金移動の最終権限になりますので、

利用者に権限を与える場合には特に注意が必要になります。 

権限の種類 

オンライン取引：残高照会・入出金明細照会・取引履歴照会・資金移動 

      資金移動予約照会・資金移動予約取消 

収納サービス ：税金・各種料金の払込み・収納サービス取引履歴照会 

    ※オンライン取引の資金移動権限のある方が、収納サービスもご利用できます。 

ファイル伝送  ：外部データファイル送信・外部ファイルデータ受信 

総合振込（登録・承認・送信）・給与振込（登録・承認・送信） 

       賞与振込（登録・承認・送信）・預金口座振替（登録・承認・送信） 

       預金口座振替結果照会・入出金明細照会・振込入金明細照会 

 

権限は、それぞれの利用者にどのような組み合せでも与えることができます。 

           （例）ファイル伝送の場合 

利用者Ａ：登録の権限あり 

利用者Ｂ：登録・送信の権限あり         それぞれ管理者により権限を与えられます 

利用者Ｃ：承認の権限あり 

利用者Ｄ：登録・承認・送信の権限あり 

上の例の場合は、データを登録することができるのは利用者Ａ・Ｂ・Ｄです。 

登録されて承認待になっているデータを承認することができるのは利用者Ｃ・Ｄです。 

承認済のデータを銀行に送信することができるのは利用者Ｂ・Ｄです。 

（利用者Ｄは総ての権限を持っています。） 
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Ｅメール通知機能について 
 

１．サービス内容 

  （１）Ｅメールアドレスを登録いただいている管理者・利用者に受付結果をＥメールで通知

するサービスです。 

（２）登録済のＥメールアドレスはステータス画面に表示されますのでご確認してください。 

（３）通知するＥメールの例 

     ｆｒｏｍ Ｅメールアドレス ： hokuyobank_bd@mail01.finemax.net 

メールタイトル       ： 北洋銀行からのご連絡 

     メール例文（オンラインサービス資金移動正常受付の場合） 

       2008 年 10 月 10 日 10 時 10 分に 

       資金移動のご依頼（受付番号 123456ABC7DEFG8）を受付いたしました。 

         メール番号 123456ABC7DEFG8 

              本アドレスは送信専用です。返信されても回答できませんのでご注意ください。 

 

２．Ｅメール通知の申込方法（Ｅメールアドレスの変更方法） 

（１）管理者の方 

管理者ログオン後に【契約法人認証情報変更】→【契約法人Ｅメールアドレス変更】から

新しい契約法人Ｅメールアドレスを登録してください。 

登録済のＥメールアドレスは契約法人ステータス画面に表示されますので確認してくださ

い。 

間違ったＥメールアドレスを設定すると、Ｅメール通知が届かないだけではなく、他人に

届く可能性もありますのでご注意願います。 

（２）利用者の方 

利用者ログオン後に【利用者情報変更】→【Ｅメールアドレス変更】から新しい利用者Ｅ

メールアドレスを登録してください。 

登録済のＥメールアドレスは利用者ステータス画面に表示されますので確認してください。 

間違ったＥメールアドレスを設定すると、Ｅメール通知が届かないだけではなく、他人

に届く可能性もありますのでご注意願います。 

 

３．Ｅメール通知の停止方法 

  （１）管理者の方 

管理者ログオン後に【契約法人認証情報変更】→【契約法人Ｅメールアドレス変更】

から新しい契約法人Ｅメールアドレスに何も入力せずに登録してください。 

  （２）利用者の方 

利用者ログオン後に【利用者情報変更】→【Ｅメールアドレス変更】から新しい利用

者Ｅメールアドレスに何も入力せずに登録してください。 
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４．Ｅメール通知を行うお取引 

（１） オンラインサービス 資金移動（正常終了・予約受付完了・エラー） 

※振込予約の指定日当日の成否についてのＥメール通知はありません。振込予約の成否

については指定日当日の【資金移動予約照会】→【結果照会】でご確認ください。 

（２） オンラインサービス 資金移動予約取消（正常終了・エラー） 

（３） データ伝送サービス 総合振込（正常送信・エラー） ※外部ファイル送信も同様 

（４） データ伝送サービス 給与振込（正常送信・エラー） ※外部ファイル送信も同様 

（５） データ伝送サービス 賞与振込（正常送信・エラー） ※外部ファイル送信も同様 

（６） データ伝送サービス 預金口座振替（正常送信・エラー） ※外部ファイル送信も同様 

（７） 収納サービス（Ｐａｙ－ｅａｓｙ） 税金・各種料金払込（正常終了・エラー） 

（８） 外為ダイレクト 外国送金依頼（受付完了） 

（９） 外為ダイレクト 輸入信用状開設依頼（受付完了） 

（１０）外為ダイレクト 輸入信用状条件変更依頼（受付完了） 

（１１）契約法人（管理者）Ｅメールアドレス（登録・変更・削除） 

     ※変更の場合は不正変更防止のため、変更前と変更後のアドレスにＥメールを送ります。 

（１２）利用者Ｅメールアドレス（登録・変更・削除） 

     ※変更の場合は不正変更防止のため、変更前と変更後のアドレスにＥメールを送ります。 

  

５．Ｅメールの通知先 

  （１）管理者 

     全ての利用者が行った全てのお取引について通知します。 

  （２）利用者 

     利用者が行った取引について、利用者毎に通知します。 

     別の利用者が行った取引については通知しません。 

  （３）管理者と利用者が同じＥメールアドレスの場合は、1 回だけ通知します。 

 

  【例】管理者、利用者１、利用者２がＥメールアドレスを登録している場合 

     利用者１が、オンラインサービスの資金移動を行った→管理者と利用者１に通知します。 

 

６．ご注意事項 

  （１）Ｅメールは通信諸事情により送信されない場合がありますので、取引の成立については

Ｅメールのみで行わず、【取引履歴照会】、【資金移動予約照会】【通信結果報告書印刷】

等から確認願います。 

  （２）間違ったＥメールアドレスを設定すると、Ｅメール通知が届かないだけではなく、他人

に届く可能性もありますのでご注意願います。 

  （３）オンラインサービスの資金移動の連続取引を利用した場合は、資金移動した件数分のＥ

メール通知を行います。（一度に１０件の連続取引をした場合は、１０通のＥメール通知

があります） 
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振込を行う際の注意点 
 

振込先の口座番号・口座名義は正確に入力してください。 

ビジネスダイレクトでの振込では、振込先の口座名義の入力方法に一定の決まりがあります。以下

の【振込・振替先口座名義の入力方法】を参考にしてください。 

 

北洋ビジネスダイレクトでお振込をした場合に、お振込先の金融機関名、支店名、科目、口座 

番号、口座名義が相違している場合、入金口座へのご入金が遅れたり、資金をご返却させてい 

ただくことがあります。この場合、振込手数料はお返し出来ませんのでご注意願います。 

 

 

  【振込・振替先口座名義の入力方法】 

 

１. 入力方法 

（１） 左詰で入力してください。 

（２） 振込先が個人の場合は、姓と名の間には半角スペース（ＳＰ）をいれてください。 

 

２. 使用文字 

（１） 半角のカナ、数字、英字が使用できます。 

 

（２） 小文字（ ｯ  ｬ  ｭ  ｮ 等）は大文字（ ﾂ  ﾔ  ﾕ  ﾖ 等）に変換されます。 

例  振込先     札幌   

入力方法   ｻｯ
．
ﾎﾟﾛ  は ｻﾂ

．
ﾎﾟﾛ に変換されます。 

 

（３）長音記号‘ ー ’はハイフォン‘ － ’に変換されます。 

           例  振込先     パートナー   

入力方法   ﾊﾟｰ
．
ﾄﾅｰ

．
  は  ﾊﾟ-

．
ﾄﾅ-

．
 に変換されます。 

 

（４）中点（・）は使用できません。 

ただし、オンライン取引と外部ファイル伝送の場合はピリオド‘．’に変換します。 

 

３．法人略語・営業所略語・事業略語の使用について 

法人・営業所・事業所の種類名は、つぎの用法に基づき略語を使用することができます。 

略語を使用しない場合は、すべて省略せずに入力してください。 

カッコの使い方 

略語が先頭にある場合は‘）’を、後尾にある場合は‘（’だけを付けてください。 

略語が中間にある場合は両側に付けてください。 

使用例 

        法人・営業所略語を使用する場合は略語判別表示としてカッコを付けてください。 

株式会社 北洋商事                 ｶ)ﾎｸﾖｳｼﾖｳｼﾞ 

      北洋商事 株式会社                 ﾎｸﾖｳｼﾖｳｼﾞ(ｶ 

      北洋商事 株式会社 札幌営業所      ﾎｸﾖｳｼﾖｳｼﾞ(ｶ)ｻﾂﾎﾟﾛ(ｴｲ 

      医療法人社団 北洋病院             ｲ)ﾎｸﾖｳﾋﾞﾖｳｲﾝ 
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事業略語には略語判別表示を付けずに、続けて入力してください。 

        （略語の使用は 1 法人名につき１個とします。ただし、法人略語、事業略語および営業

所略語のそれぞれを組み合わせて使うこともできます） 

      北洋生命保険                          ﾎｸﾖｳｾｲﾒｲ 

      北洋火災海上保険 株式会社 札幌営業所  ﾎｸﾖｳｶｻｲ(ｶ)ｻﾂﾎﾟﾛ(ｴｲ 

 

 

     なお最新の法人・営業所・事業略語表はホームページの以下の部分から確認できます。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビジネスダイレクトのトップページの【Ｑ＆Ａ（よくあるご質問）】 

 

●オンラインサービス＜振込・振替＞ 欄 

        または 

●データ伝送サービス＜総合振込・給与（賞与）振込・預金口座振替＞ 欄 

Ｑ．法人略語・営業所略語・事業略語について教えてください。をクリックし 

  

詳細はこちらをクリックする。 
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最初に行っていただくこと 
 

契約法人の開通確認 

以下に開通確認の手順を記します。これだけの手順を行えば利用開始可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①当行からお渡しした『ご利用のお知らせ』の「管理者用 

ＵＲＬ」をアドレスに入力して接続し、【管理者ログオン】ボタ

ンをクリックしてください。 

 

②契約法人ログオン画面が開きます。 

契約法人ＩＤ：『ご利用のお知らせ』に記載された契約法人ＩＤ（会員番

号）を入力します。 

契約法人暗証番号：『ご利用のお知らせ』に記載された契約法人暗証番

号を入力します。 

   

をクリックしてください。 

 

③契約法人開通確認画面が開きます。 

 【契約法人暗証番号】 

   現在の契約法人暗証番号： 

『ご利用のお知らせ』に記載された契約法人暗証番号です。 

   新しい契約法人暗証番号： 

今後利用していく契約法人暗証番号です。管理者がお決めくだ 

さい。 

【契約法人確認暗証番号】 

現在の契約法人確認暗証番号： 

『ご利用のお知らせ』に記載された契約法人確認暗証番号です。 

   新しい契約法人確認暗証番号： 

今後利用していく契約法人暗証番号です。管理者がお決めくだ 

さい。 

 

【契約法人Ｅメールアドレス】 

    新しいＥメールアドレス：  

      管理者のアドレスを入力してください。お取引の受付結果を

Ｅメールで通知します。（入力がない場合は通知しません） 

Ｅメール通知機能について 参照≪Ｐ．１－７参照≫ 

 

   よろしければ            をクリックしてください 

    ※           をクリックした後は、【契約法人暗証番号】および

【契約法人確認暗証番号】は『ご利用のお知らせ』に記載されたも

のから、管理者が決めた新しい番号に変わっていますので注意して

ください。 

          

④契約法人ステータス画面が表示されます。 

                          
                をクリックしてください。 

 

  サービスメニューが表示され次ページの最初の画面が表示されま 
す。 

ログオン 

変更完了 

契約法人管理情報変更 

変更完了 

※暗証番号は４～１２桁の半角英数字を設定可能です。 

※暗証番号等の情報は忘れないようにしてください。 

※生年月日、電話番号、同一数字等他人から推測されや

すい暗証番号は避けてください。 

※新しい暗証番号には現在の暗証番号と同一番号は使用 

できません。 

※暗証番号は定期的に変更することをお勧めします。 

※管理者・利用者が交代した場合は、必ず各々の暗証番 

号および確認暗証番号を変更してください。 

※再入力は、確認のため同じものを入力してください。 
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⑤                      をクリックしてくだ

さい。 

 

次の利用者情報選択の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥利用者情報選択の画面が表示されま

す。 

この画面から、実際に北洋ビジネスダ 

イレクトを使用する利用者を設定しま

す。 

をクリックしてくだ 

さい。 

次の利用者情報登録の画面が表示

されます。 

利用者情報登録／変更 

新規登録 
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限度額設定・承認限度額設定欄は、未入力 

の場合は上限限度額と同額になります。 

必要に応じて変更してください。 

 

 

 

Ａ方式からＢ方式に変更した場合や 

総合振込、給与振込、口座振替等を 

新たに追加した場合は、この画面で 

利用者権限情報を新たに追加設定す 

る必要があります。 

 

 

 

⑦利用者情報登録画面 

【利用者情報】 

   利用者ＩＤ： 

個々の利用者を識別するために、管理者が入力してく

ださい。１～３０桁の半角英数字を設定可能です。別々

の利用者に同じ番号は使えません。（契約法人ＩＤと

同じ番号も使えません） 

   利用者名（半角）： 

利用者の名前を半角カナで入れてください。苗字と名

前の間のスペースも半角にしてください。 

   利用者名（漢字）： 

利用者の名前を全角漢字で入れてください。苗字と名

前の間のスペースも全角にしてください。 

 

【利用者暗証番号】 

   利用者暗証番号： 

利用者開通確認時に利用する、管理者が設定する仮の

利用者暗証番号です。４～１２桁の半角英数字を設定

可能です。実際に利用者が業務に利用する利用者暗証

番号は、後に行う利用者開通確認時に利用者自身が設

定します。 

 

【利用者確認暗証番号】 

   利用者確認暗証番号： 

利用者開通確認時に利用する、管理者が設定する仮の

利用者確認暗証番号です。４～１２桁の半角英数字を

設定可能です。実際に利用者が業務に利用する利用者

確認暗証番号は、後に行う利用者開通確認時に利用者

自身が設定します。 

 

【利用者Ｅメールアドレス】 

利用者のアドレスを入力してください。お取引の受付

結果をＥメールで通知します。（入力がない場合は通

知しません） 

Ｅメール通知機能について 参照≪Ｐ．１－７参照≫ 

利用者権限情報・口座権限情報 

ここで各利用者に対して、どの業務の権限を与えるかを設

定します。必要な業務の権限にチェックをつけてくださ

い。 

資金移動（振込・振替）および収納サービス実行 

外部データファイル送信実行 

ファイル伝送の承認および送信 

※資金移動（振込・振替）を「使用する（実行にチェックをつけ

る）」とした場合、収納サービスもご利用できます。 

上記の権限は資金移動の最終権限になりますので、利用者

に権限を与える場合には注意が必要です。 

 

  契約法人確認暗証番号を入力して、          をクリ

ックすると利用者が登録され、⑥の利用者情報選択の

画面にもどります。 

   

さらに追加の利用者を登録する場合は 

をクリックし、⑦の利用者情報登録画面から同様に追

加してください 

 

 

 

 

 

ＯＫ 

新規登録 
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                           クリック時の画面 

 

  

 

                          

                         クリック時の画面 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

利用者情報登録が完了すると、契約法人ログオン画面

での設定を終了することができます。 

 

ただし振込手数料にはＥＢ利用による振込手数料が

登録されているので、変更が必要な場合は 

 

 

をクリックして手数料を変更してください。 

振込手数料マスタ登録／変更／参照≪Ｐ．６－１０参照≫ 

 

※Ａ方式等、総合振込の契約がない場合は、 

    当方負担振込手数料の表示はありません。 

 

 

また契約口座が複数あり、各口座の支払限度額を契約

法人限度額と異なる額にしたい場合は 

をクリックして、口座別の限度

額を設定してください。 

契約口座情報変更≪Ｐ．６－９参照≫ 

 

 

 

 

 

 

 

登録が完了しましたら、             をクリックし

てください。 

 

 

⑧契約法人ログオフ画面が表示されます。 

            をクリックしてください。 

 

 

 

 

⑨契約法人ログオフ完了画面が表示されます。 

をクリックします。 

 

 

 

 

 

振込手数料マスタ登録／変更／参照 

契約口座情報変更 

振込手数料マスタ登録／変更／参照 

契約口座情報変更 

ログオフ 

ＯＫ 

閉じる 
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利用者の開通確認 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①北洋銀行ホームページの、北洋ビジネスダイレクトの

トップページの【利用者ログオン】ボタンから利用者

ログオン画面に進んでください。 

 

②利用者ログオン画面 

契約法人ＩＤ・利用者ＩＤ・利用者暗証番号： 

それぞれ管理者から交付を受けてください。 

 

入力後              をクリックしてください。 

 

③利用者開通確認画面が開きます。 

【利用者暗証番号】 

  現在の利用者暗証番号： 

管理者から交付された仮の利用者暗証番号です。 

  新しい利用者暗証番号： 

今後利用していく利用者暗証番号です。利用者が 

お決めください。 

【利用者確認暗証番号】 

現在の利用者確認暗証番号： 

管理者から交付された仮の利用者確認暗証番号で

す。 

  新しい利用者確認暗証番号： 

今後利用していく利用者確認暗証番号です。利用者 

がお決めください。 

   

【利用者Ｅメールアドレス】 

    新しいＥメールアドレス： 

利用者のアドレスを入力してください。お取引の

受付結果をＥメールで通知します。（入力がない

場合は通知しません） 

Ｅメール通知機能について 参照≪Ｐ．１－７参照≫ 

 

       

   をクリックしてください。 

 

※           をクリックした後は、【利用者暗証番

号】および【利用者確認暗証番号】は、管理者が決め

た仮の番号から、利用者が決めた新しい番号に変わっ

ていますので注意してください。 

④利用者ステータス表示画面が開きます。 

この画面は、今後利用者ログオンを行った画面と同様

です。 

ここまで終われば、日常処理を行うことができます。 

   

をクリックしてください。 

 

利用者が複数の場合は、利用者ごとに利用者の開通確認

を行っていただきます。 

ログオン 

変更完了 

ログオフ 

※暗証番号は４～１２桁の半角英数字を設定可能です。 

※暗証番号等の情報は忘れないようにしてください。 

※生年月日、電話番号、同一数字等他人から推測されやす 

い暗証番号は避けてください。 

※新しい暗証番号には現在の暗証番号と同一番号は使用で 

きません。 

※暗証番号は定期的に変更することをお勧めします。 

※管理者・利用者が交代した場合は、必ず各々の暗証番号お

よび確認暗証番号を変更してください。 

※再入力は、確認のため同じものを入力してください。 

 

変更完了 


